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「古川親水公園沿線景観地区」計画書           ≪計画決定 H23.12.19  江戸川区告示 441 号≫ 

名     称 古川親水公園沿線景観地区 

位     置 江戸川区江戸川四丁目、江戸川五丁目及び江戸川六丁目各地内 

面     積 約８．５ｈａ 

地区の区

分 

名称 景観街区 A 景観街区Ｂ 景観街区Ｃ 景観街区Ｄ 景観街区Ｅ 

面積 約０．７ｈａ 約２．８ｈａ 約１．１ｈａ 約２．７ｈａ 約１．２ｈａ 

建築物の形態意匠の制限 

建築物の外観（外壁、屋根、建具等）の色彩は、古川親水公園の自然や景観上優れた周辺環境と調和したものとし、次に掲げる色彩

基準に適合したものとします。なお、色相・明度・彩度の色彩に関する表示については、日本工業規格Ｚ８７２１に定められた規格（マ

ンセル値）とします。 

１ 建築物の高さが１０ｍ以上又は、延べ面積が３００㎡以上又は、一団の土地を３区画以上に分割する集団の戸建て住宅の建築物に

ついては次に掲げる色彩基準に適合したものとします。 

（１）外壁、建具等については次に掲げるものとします。 

ア 色相がＲ（赤）において、明度４以上８．５未満の場合は彩度４以下のもの、明度８．５以上の場合は彩度１．５以下のもの。 

イ 色相がＹＲ（黄赤）、０．１～５Ｙ（黄）において、明度４以上８．５未満の場合は彩度４以下のもの、明度８．５以上の場

合は彩度２以下のもの。 

ウ 色相が５．１～１０Ｙ（黄）、ＧＹ（黄緑）、Ｇ（緑）、ＢＧ（青緑）、Ｂ（青）、ＰＢ（青紫）、Ｐ（紫）、ＲＰ（赤紫）におい

て、明度４以上８．５未満の場合は彩度２以下とし、明度８．５以上の場合は彩度１以下のもの。 

 （２）屋根については次に掲げるものとします。 

ア 色相がＲ（赤）０．１～５ＹＲ（黄赤）において、彩度２以下のもの。 

イ 色相が５．１～１０ＹＲ（黄赤）、０．１～５Ｙ（黄）において、彩度４以下のもの。 

ウ 色相が５．１～１０Ｙ（黄）、ＧＹ（黄緑）、Ｇ（緑）、ＢＧ（青緑）、Ｂ（青）、ＰＢ（青紫）、Ｐ（紫）、ＲＰ（赤紫）におい

て、彩度２以下のもの。 

２ １以外の建築物については次に掲げる色彩基準に適合したものとします。ただし、各立面の１割未満までの部分については、この 

限りではありません。 

（１）色相がＲ（赤）、ＹＲ（黄赤）、０．１～５Ｙ（黄）において、彩度４以下のもの。 

（２）色相が５．１～１０Ｙ（黄）、ＧＹ（黄緑）、Ｇ（緑）、ＢＧ（青緑）、Ｂ（青）、ＰＢ（青紫）、Ｐ（紫）、ＲＰ（赤紫）におい

て、彩度２以下のもの。 
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建築物の高さの最高限度 

１ 建築物の各部分の高さ（地盤面からの高さによ

る。）は、当該部分から古川親水公園と並行して

接する建築基準法（昭和２５年法律第２０１号）

第４２条に規定する道路及び同法第４３条に規

定する許可に係る通路、区有通路（以下道路等と

いう。）と接する敷地の境界線から水平距離が１

２ｍ以内の範囲にあっては、当該水平距離の０．

５倍に１０ｍを加えたもの以下とし、当該水平距

離が１２ｍを超え２０ｍ以内の範囲にあっては、

１６ｍ以下とします。 

１ 建築物の各部分の高

さ（地盤面からの高さ

による。）は、当該部

分から古川親水公園

と並行して接する建

築基準法（昭和２５年

法律第２０１号）第４

２条に規定する道路

及び同法第４３条に

規定する許可に係る

通路、区有通路（以下

道路等という。）と接

する敷地の境界線か

ら水平距離が７．５ｍ

以内の範囲にあって

は、当該水平距離の２

倍に１０ｍを加えた

もの以下とし、当該水

平距離が７．５ｍを超

え２０ｍ以内の範囲

にあっては、２５ｍ以

下とします。 

１ 建築物の各部分の高

さ（地盤面からの高さ

による。）は、当該部

分から古川親水公園

と並行して接する建

築基準法（昭和２５年

法律第２０１号）第４

２条に規定する道路

及び同法第４３条に

規定する許可に係る

通路、区有通路（以下

道路等という。）と接

する敷地の境界線か

ら水平距離が６ｍ以

内の範囲にあっては、

当該水平距離の０．５

倍に１０ｍを加えた

もの以下とし、当該水

平距離が６ｍを超え

２０ｍ以内の範囲に

あっては、１３ｍ以下

とします。 

１ 建築物の各部分の高

さ（地盤面からの高さ

による。）は、１６ｍ

以下とします。 

２ 前項の規定に適合しない部分を有し、かつ、建築基準法第３条第２項の規定の適用を受けている建築物の建替え（当該建築物の所

有者等が行うものに限る。）については、前項の規定にかかわらず当該建築物の各部分の高さを超えない範囲内とします。 

３ 第１項の規定に適合しない部分を有し、かつ、建築基準法第３条第２項の規定の適用を受けている建築物の増築、改築、大規模の

修繕又は大規模の模様替えについては、当該建築物の適合しない部分に対しては、当該規定は適用しません。 

壁面の位置の制限 

計画図に表示された壁面の位置の制限については、建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から、道路等境界線までの距離は、０．５

ｍ以上とします。ただし次に掲げるものについては適用しません。 

１ 地盤面からの高さが２．５ｍ以上に設ける軒、ひさし、手すり、戸袋、床面積に算入されない出窓 

２ 外壁の開口部に設ける扉、窓で外開きの部分 
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建築物の敷地面積の 

最低限度 

１００㎡とします。ただし、従前の敷地がこれを下回る場合で、その敷地の全部を一の敷地として使用する場合においては、当該敷

地面積を最低限度とします。 

適用の除外 

次のいずれかに該当する土地については、当該規定は適用しません。 

１ 次の各号のいずれかに掲げる公共公益施設等の整備により分割された土地で、当該公共公益施設等の用に供する土地を除き分割さ

れた全部若しくは各々を一の敷地として使用するもの。 

（１）道路法（昭和２７年法律第１８０号）又は都市計画法（昭和４３年法律第１００号）による道路 

ただし、都市計画法第２９条の規定による許可を受けた開発行為に係るものを除く 

（２）河川、水路その他公共公益施設 

（３）都市公園法（昭和３１年法律第７９号）による都市公園 

（４）地区計画等により定められた施設 

２ 土地区画整理法（昭和２９年法律第１１９号）第９８条第１項の規定による仮換地の指定、同法第１０３条第１項の規定による換

地処分その他法令によるこれらに準じた処分等を受けた土地で、その全部を一の敷地として使用するもの。 

３ 所有権その他の権利に基づいて当該土地の面積を増加させて新たに建築物の敷地として、その全部を一の敷地として使用するもの。 

「位置、区域、地区の区分及び壁面の位置の制限については、計画図表示のとおりです」 

理由：古川親水公園沿線の緑豊かで個性ある良好な市街地の街並みを保全しつつ、親水公園を軸として、水と緑と空の広がりを目指した都市景観の創出を図るた

め景観地区を決定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


